
企業価値を支える基盤      
＊1 J-POWERおよび電気事業・電力周辺関連事業等を対象として、営業運転している海外を含む連結子会社を集計
＊2 J-POWERおよび電気事業・電力周辺関連事業等を対象として、営業運転している海外を含む連結子会社を集計（連結子会社は出資比率を考慮）

＊3 J-POWERおよび電気事業・電力周辺関連事業等の国内連結子会社および持分法適用会社を集計（連結子会社および持分法適用会社は出資比率を考慮）

p.51-p.80

インプット（2021年度実績） ビジネスモデル アウトプット アウトカム

社会課題

自然資本

・ ビジネスパートナーとの協働
・ ステークホルダーとの信頼関係

知的資本

人的資本
・ 連結従業員数　7,146名
（うち海外事業従事者　668名）
製造資本
・ 営業運転中の発電設備：国内 95地点
・ 国内 1828.4万kW
（うち再生可能エネルギー 908.４万kW）
・ 海外 652.3万kW
（うち再生可能エネルギー 56.6万kW）

財務資本
・ 株主資本：8,708億円
・ 有利子負債：1兆7,864億円
・ 連結自己資本比率　29.9%

自然資本
・ 温室効果ガス排出量 6,168万tCO2 （Scope1+2+3計）＊3

・ SOx排出量  1.1万 t
・ NOx排出量  2.4万 t
・ 維持流量による河川環境の保全

社会・関係資本
・  生活基盤を支える電力の提供
・  持続可能なサプライチェーンの構築

知的資本
・ 化石電源のゼロエミッション化に向けた技術開発による
持続可能な社会への貢献

人的資本
・ 安全かつ健康で働き甲斐のある職場環境の提供
・ 出産休暇取得者数　 
男性91名、女性12名
・ 育児休業取得者数 
男性59名、女性35名 など

製造資本
・  低廉で安定的な電力を供給できる設備

財務資本
・ 安定的・継続的な株主還元
・ 連結配当性向　19.7%

●  バランスの取れた事業ポートフォリオ
●  安定稼働で競争力のある発電設備
●  グローバルな事業展開
●  水力・風力などの再生可能エネルギー電源の豊富な
開発実績・ノウハウ

●   石炭を利用したCO2フリー水素エネルギー技術開発
●  日本の広域的電力ネットワークの一部を担う地域
間連系線設備・周波数変換設備の保有

J-POWERグループの特徴・強み

エネルギーエネルギー
サービスサービス

送変電送変電発電発電燃料調達燃料調達

サプライチェーン

事業セグメント ■ 電気事業

売上高 8,788億円
セグメント利益 266億円
国内販売電力量 747億kWh

■ 電力周辺関連事業

売上高 2,439億円
セグメント利益 258億円

■ 海外事業

売上高 1,451億円
セグメント利益 220億円
海外販売電力量 110億kWh

■ その他の事業

売上高 210億円
セグメント利益 12億円

連結売上高
1兆846億円

連結経常利益
728億円

セグメント情報

電気事業電気事業 電力周辺電力周辺
関連事業関連事業

海外事業海外事業
p.36-p.37 p.38-p.39

p.40

その他の事業その他の事業

p.41

中期経営計画
（2021年4月策定）

p.28-p.32

J-POWER
“BLUE MISSION 

2050”
p.14-p.27

●  気候変動問題 ●  電力の安定供給 ●  エネルギーセキュリティ
●  国内における広域的電力ネットワークの構築 ●  大気汚染などの地域環境問題

エネルギーの安定供給と気候変動対応の両立

J-POWER グループ　統合報告書 2022 4J-POWERグループが 
提供する価値

J-POWERグループの 
戦略と事業

TCFD提言に基づく 
情報開示

J-POWERグループの 
サステナビリティ戦略

データセクション

価値創造プロセス

社会・関係資本

・ 研究開発費：85.9億円（連結）
・ 長年培われた技術力

・石炭消費量：1,565万t＊2 （乾炭28MJ/kg換算）
・総取水量：          604億m3 ＊1




